
広島県立文書館企画展

資料で見る

広島県の鉄道のあゆみ
1992.5.15 ⇀ 6.13



は

じ

め

に

鉄
道
は
、
陸
上
の
大
量
輸
送
機
関
と
し
て
、
明
治
時
代
以
降
各
地
に
敷
設
が
進
み
、
産
業
の
発
展
や
地

域
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

広
島
県
で
は
、
神
戸
か
ら
建
設
を
進
め
て
き
た
山
陽
鉄
道
会
社
が
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
に
福
山
・

尾
道
ま
で
、
翌
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
に
は
三
原
（
現
・
糸
崎
）
ま
で
開
通
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
こ
う

し
て
広
島
県
も
鉄
道
時
代
を
迎
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
百
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
各
地
で
は
、
鉄
道
の
開
通
を
願
っ
て
、
私
鉄
の
出
願
や
国
鉄
線
の
誘
致
を
求
め
る
運
動
が
盛

ん
に
展
開
さ
れ
る
一
方
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
道
路
輸
送
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
、
廃
線
と
な
る
路
線
も

あ
る
な
ど
、
鉄
道
の
も
つ
役
割
は
大
き
く
揺
れ
動
き
ま
し
た
。
ま
た
、
軍
事
施
設
を
多
数
擁
し
て
い
た
広

島
県
と
し
て
は
、
戦
時
に
は
、
鉄
道
が
物
資
や
兵
士
の
軍
事
輸
送
に
利
用
さ
れ
た
と
い
う
側
面
も
見
逃
し

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
こ
う
し
た
広
島
県
の
鉄
道
の
百
年
の
あ
ゆ
み
を
、
文
書
や
写
真
で
ふ
り
か
え
っ

て
み
ま
し
た
。
広
島
県
の
鉄
道
の
歴
史
に
つ
い
て
、
少
し
で
も
皆
様
の
御
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

な
お
、
こ
の
企
画
展
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
を
出
陳
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
所
蔵
者
の
皆
様
に
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

表紙写真　左上　山陽鉄道の太田川架橋工事　　伴資信氏蔵
中央　山陽鉄道神戸・広島間時刻表　　長船友則氏蔵
左下　両備軽便鉄道奈良津トンネルの機関車試運転　長船友則氏蔵
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一　

山
陽
鉄
道
の
開
通

山
陽
鉄
道
会
社
は
、
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
）
に

神
戸
・
姫
路
間
の
鉄
道
建
設
を
目
的
に
設
立
申
請
が
出

さ
れ
た
が
、
政
府
は
、
赤
間
関
（
下
関
）
ま
で
の
建
設

を
条
件
と
し
て
こ
れ
を
認
可
し
た
。
以
後
、
同
社
で
は

順
次
西
へ
向
け
て
建
設
を
進
め
、
一
八
九
一
年
（
明
治

二
四
）
九
月
一
一
日
に
は
福
山
ま
で
、
一
一
月
三
日
に

は
尾
道
ま
で
開
通
さ
せ
た
。
翌
一
八
九
二
年
（
明
治
二

五
）
七
月
二
〇
日
に
は
三
原
（
現
・
糸
崎
）
に
ま
で
達

し
た
が
、
こ
こ
で
資
金
の
枯
渇
の
た
め
、
い
っ
た
ん
そ

れ
以
西
の
建
設
が
中
止
さ
れ
た
。

以
後
、
社
債
を
発
行
し
て
資
金
を
捻
出
し
、
広
島
ま

で
開
通
さ
せ
た
の
は
、
一
八
九
四
年
（
明
治
二
七
）
六

月
一
〇
日
で
あ
っ
た
。

そ
の
年
の
八
月
一
日
に
日
清
戦
争
の
宣
戦
が
布
告
さ

れ
る
が
、
政
府
は
た
だ
ち
に
広
島
か
ら
宇
品
港
ま
で
の

軍
用
線
（
宇
品
線
）
を
、
わ
ず
か
一
七
日
の
突
貫
工
事

で
建
設
し
た
点
に
、
軍
事
施
設
を
多
数
擁
す
る
広
島
県

に
お
け
る
、
軍
事
と
鉄
道
と
の
関
係
が
象
徴
的
に
示
さ

れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
下
関
ま
で
の
全
線
開
通
を
み
た
の
は
一
九

〇
一
年
（
明
治
三
四
）
五
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
方
、
鎮
守
府
が
置
か
れ
て
い
た
軍
港
都
市
の
呉
と

山
陽
鉄
道
海
田
市
駅
と
を
結
ぶ
呉
線
の
建
設
が
政
府
の

手
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
、
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
）
一

二
月
二
七
日
に
開
通
し
た
。
翌
年
二
月
に
日
露
戦
争
が

勃
発
す
る
直
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

▲三原・広島間の工事延期を求
める山陽鉄道株式会社の申
請書類　1893年（明治26）

交通博物館蔵

▲民有鉄道を国有鉄道とするよう求めた広島市長・広島市会議長
の請願書 1891年（明治24）12月 交通博物館蔵

▲明治時代の広島駅
1907年（明治40）ころ 長船友則氏蔵

山
陽
鉄
道
は
、
不
況
の
た
め
、
三
原
以
西
の
工
事
を

い
っ
た
ん
中
止
す
る
（
右
上
）。
こ
れ
に
対
し
、
広
島
市

で
は
、
国
有
鉄
道
で
の
建
設
を
求
め
て
請
願
書
を
提
出

す
る
（
左
上
）。
政
府
に
お
い
て
も
、
一
八
九
二
年
（
明

治
二
五
）
公
布
の
鉄
道
敷
設
法
で
三
原
以
西
を
政
府
が

建
設
す
る
こ
と
を
明
記
し
た
が
、
結
局
、
経
済
界
が
好

転
す
る
中
で
、
山
陽
鉄
道
株
式
会
社
が
工
事
を
続
行
し
、

全
線
を
開
通
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
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▲

神
戸
・
三
田
尻
間
の
時
刻
表
・
運
賃
表

一
八
九
八
年
（
明
治
三
十
一
）

山
陽
鉄
道
は
、
こ
の
年
に
は
山
口
県
の
三
田
尻
（
現
・

防
府
市
）
ま
で
開
通
し
た
。
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
こ
の

頃
、
た
と
え
ば
、
広
島
・
京
都
間
が
、
急
行
で
も
十
一

時
間
か
か
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

八
田
家
文
書

▲開業当時の呉駅 八田家文書

軍
部
と
鉄
道

軍
部
は
、
鉄
道
の
軍
事
利
用
に
つ
い
て
早
く
か
ら
着

目
し
て
お
り
、
政
府
の
鉄
道
敷
設
計
画
に
も
影
響
力
を

与
え
た
。
山
陽
鉄
道
の
海
田
市
駅
と
軍
港
都
市
呉
と
を

結
ぶ
呉
線
が
、
鉄
道
敷
設
法
に
お
い
て
第
一
期
に
建
設

す
べ
き
路
線
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
も
、
軍

事
的
観
点
か
ら
で
あ
っ
た
。

日
清
・
日
露
の
両
戦
争
下
で
は
、
鉄
道
は
、
兵
士
や

物
資
の
輸
送
な
ど
の
軍
事
利
用
の
た
め
に
優
先
的
に
運

▲

宇
品
線
改
築
経
費
支
出
に
関
す
る
文
書

一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
）
四
月

宇
品
線
は
、
日
清
戦
争
勃
発
後
た
だ
ち
に
建
設
さ
れ

た
軍
用
線
で
あ
り
、
そ
の
改
築
に
あ
た
っ
て
も
、
こ
の

資
料
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
費
用
を
、
軍
事
費
か
ら
支

出
す
る
こ
と
が
閣
議
で
決
定
さ
れ
て
い
た
。

国
立
公
文
書
館
蔵

営
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
宇
品
港
は
、
戦
地
へ
の
人
員
・

物
資
の
輸
送
拠
点
だ
っ
た
だ
け
に
、
山
陽
鉄
道
や
宇
品

線
が
軍
事
輸
送
に
占
め
た
位
置
は
大
き
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
軍
事
目
的
を
主
と
し
た
鉄
道
の
敷
設

が
進
ん
だ
の
が
、
広
島
県
の
ひ
と
つ
の
特
徴
だ
っ
た
。

な
お
、
山
陽
鉄
道
は
、
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）

公
布
の
鉄
道
国
有
法
に
よ
っ
て
政
府
に
買
収
さ
れ
、
国

鉄
線
と
な
る
が
、
こ
の
鉄
道
国
有
法
が
制
定
さ
れ
た
要

因
の
ひ
と
つ
に
も
、
軍
部
の
意
向
が
あ
っ
た
。
山
陽
鉄

道
を
は
じ
め
と
す
る
私
鉄
が
全
国
に
分
立
し
て
い
る
状

態
で
は
、
戦
時
に
お
け
る
効
率
的
な
軍
事
輸
送
が
で
き

な
い
と
い
う
の
が
そ
の
主
張
で
あ
っ
た
。
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二　

「
幻
の
鉄
道
」—

—

日
清
戦
後
の
民
営
鉄
道
熱

日
清
戦
争
後
の
一
時
的
な
好
景
気
の
も
と
で
、
全
国
的
に
、
民
営
事
業
に
よ
る
鉄
道
敷
設
を
め
ざ
す
い
わ
ゆ
る
鉄

道
熱
が
ま
き
起
こ
っ
た
。
県
内
で
も
、
次
の
よ
う
な
鉄
道
計
画
が
あ
い
つ
い
で
出
願
さ
れ
た
。

大
社
両
山
鉄
道
（
広
島
〜
赤
江
〜
米
子
、
赤
江
〜
杵
築
、
約
一
五
三
マ
イ
ル
）
　
一
八
九
八
年
本
免
許
取
得

備
後
鉄
道
（
福
山
〜
府
中
、
約
一
三
・
六
マ
イ
ル
）
　
一
八
九
九
年
本
免
許
取
得

尾
三
鉄
道
（
尾
道
〜
三
次
、
約
四
九
・
五
マ
イ
ル
）
　
一
八
九
九
年
仮
免
許
取
得

鞆
鉄
道
（
鞆
〜
福
山
、
約
八
マ
イ
ル
）
　
一
八
九
九
年
仮
免
許
取
得

芸
石
鉄
道
（
広
島
〜
新
庄
〜
浜
田
、
約
八
〇
マ
イ
ル
）
　
一
八
九
九
年
仮
免
許
取
得

広
浜
鉄
道
（
広
島
〜
加
計
〜
浜
田
、
約
五
八
マ
イ
ル
）
　
一
八
九
八
年
申
請
却
下

こ
れ
ら
は
、
そ
の
後
の
不
況
の
た
め
、
い
ず
れ
も
成
立
せ
ず
に
終
わ
り
、
い
わ
ば
「
幻
の
鉄
道
」
と
い
え
る
が
、

県
北
や
山
陰
地
方
と
山
陽
鉄
道
と
を
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
各
地
の
熱
意
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

▲大社両山鉄道株式会社仮定款
1896年（明治29）6月

大社両山鉄道は，出雲大社のある島根県や，鳥取
県の米子などの山陰地方と広島とを結ぼうとする
ものであった。 佐々木家文書

▲備後鉄道株式会社創業総会決議録
1897年（明治30）11月 延藤家文書

▲

尾
三
鉄
道
株
式
会
社
創
立
願
　
国
立
公
文
書
館
蔵

▲

芸
石
鉄
道
株
式
会
社
創
立
願
　
国
立
公
文
書
館
蔵

民
営
鉄
道
の
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
創
立
願
を
政
府

に
提
出
し
、
仮
免
許
を
取
得
し
た
後
、
経
路
や
株
式
募

集
計
画
に
つ
い
て
再
度
精
密
な
調
査
を
し
て
本
免
許
を

受
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。

上
記
の
諸
鉄
道
計
画
の
う
ち
、
本
免
許
ま
で
得
て
い

た
の
は
大
社
両
山
鉄
道
と
備
後
鉄
道
だ
け
で
あ
っ
た
。

— 5 —



三　

軽
便
鉄
道
の
成
立

一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
に
軽
便
鉄
道
法
が
公
布

さ
れ
、
民
営
鉄
道
の
出
願
手
続
き
が
簡
略
化
さ
れ
た
ほ

か
、
設
計
上
の
規
制
も
大
き
く
緩
和
さ
れ
た
た
め
、
各

地
で
こ
の
法
律
に
基
づ
く
軽
便
鉄
道
の
敷
設
が
あ
い
つ

い
だ
。

県
内
で
は
、
す
で
に
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）
に

広
島
軌
道
株
式
会
社
（
の
ち
大
日
本
軌
道
株
式
会
社
）

が
設
立
さ
れ
、
横
川
・
可
部
間
の
建
設
に
着
手
し
（
現

在
の
可
部
線
の
前
身
）、
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
七

月
に
全
線
開
通
さ
せ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
軽

便
鉄
道
法
の
公
布
後
は
、
鞆
軽
便
鉄
道
（
鞆
・
福
山
）、

両
備
軽
便
鉄
道
（
福
山
・
府
中
、
神
辺
・
高
屋
〈
岡
山

県
〉）、
芸
備
軽
便
鉄
道
（
広
島
・
三
次
）、
尾
道
軽
便
鉄

道
（
栗
原
・
上
下
）
な
ど
が
計
画
さ
れ
、
そ
の
後
の
県

内
の
鉄
道
網
が
姿
を
あ
ら
わ
し
始
め
た
。

こ
れ
ら
の
鉄
道
の
多
く
は
、
軌
間
（
レ
ー
ル
幅
）
が

狭
く
、
車
両
の
規
格
も
軽
量
で
あ
り
、
輸
送
力
の
点
で

は
劣
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
各
地
域
の
発
展
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。

▲芸備軽便鉄道敷設願
1910年（明治43）10月

交通博物館蔵

▲

横
川
〜
可
部
間
工
事
施
工
延
期
の
許
可
を
求
め
る

大
日
本
軌
道
株
式
会
社
の
申
請
書

一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
）
一
〇
月

交
通
博
物
館
蔵▲開業当時の府中駅　延藤家文書

両備軽便鉄道の福山・府中間の開業は，1914年（大正 3）7月の
ことであった。

▲開業当時の鞆駅 延藤家文書
後方に仙酔島や弁天島が見える。鞆軽便鉄道は，1913年（大正 2）
11月に鞆・野上間が，翌年 4月には全線が開通する。

鉄
道
院
文
書
・
鉄
道
省
文
書

国
立
公
文
書
館
や
交
通
博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る

鉄
道
院
や
鉄
道
省
の
公
文
書
に
は
、
各
地
の
民
営
鉄
道

の
許
認
可
事
務
に
関
わ
る
資
料
が
多
く
、
地
方
鉄
道
史

研
究
に
は
不
可
欠
の
資
料
と
い
え
る
。
広
島
県
立
文
書

館
で
は
、
こ
の
う
ち
、
広
島
県
関
係
の
も
の
に
つ
い
て

写
真
撮
影
し
、
複
製
版
を
作
成
し
て
、
郷
土
史
研
究
の

た
め
の
利
用
に
供
し
て
い
る
。
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四　

国
鉄
線
の
延
伸

大
正
中
期
以
降
、
政
党
政
治
の
時
代
を
迎
え
る
と
、
国

鉄
線
の
誘
致
を
求
め
、
各
地
で
鉄
道
期
成
同
盟
会
が
結

成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
原
敬
内
閣
は
、
従
来
の
鉄

道
敷
設
法
の
改
正
を
試
み
、
全
国
で
一
四
九
も
の
路
線

を
国
鉄
に
よ
る
建
設
予
定
線
に
指
定
し
、
一
九
二
二
年

（
大
正
一
一
）
こ
の
法
律
が
公
布
さ
れ
た
。
広
島
県
関
係

で
は
、
呉
・
三
原
間
、
福
山
・
三
次
間
、
広
島
・
浜
田
間
、

吉
田
口
・
大
朝
間
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、

三
次
・
新
見
（
岡
山
県
）
間
の
三
新
線
（
現
・
芸
備
線
）

な
ど
の
軽
便
線
も
国
鉄
に
よ
っ
て
建
設
が
進
ん
だ
。

こ
れ
を
受
け
て
、
私
鉄
線
と
の
連
絡
問
題
を
解
決
す

る
た
め
、
昭
和
時
代
に
入
る
と
芸
備
鉄
道
（
広
島
・
庄

原
間
）、
広
浜
鉄
道
（
横
川
・
可
部
間
）、
両
備
鉄
道
（
福

山
・
府
中
間
）
な
ど
の
民
営
鉄
道
が
あ
い
つ
い
で
国
鉄

に
買
収
さ
れ
た
。
ま
た
、
可
部
線
に
つ
い
て
は
、
浜
田

ま
で
の
延
伸
を
め
ざ
し
て
第
二
次
大
戦
後
も
建
設
が
進

め
ら
れ
る
が
、
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
四
）
三
段
峡
ま

で
開
通
し
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
鉄
道
敷
設
法
の
予

定
線
の
う
ち
で
は
、
結
局
、
吉
田
口
・
大
朝
間
は
着
工

さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

一
方
、
戦
後
、
道
路
輸
送
が
陸
上
交
通
の
中
心
に
な

る
と
廃
線
と
な
る
路
線
が
あ
い
つ
ぎ
、
一
九
五
四
年
（
昭

和
二
九
）
に
鞆
鉄
道
が
鉄
道
部
門
を
廃
止
し
た
の
を
は

じ
め
と
し
て
、
そ
の
後
、
呉
市
営
電
車
、
尾
道
鉄
道
、

国
鉄
宇
品
線
な
ど
が
廃
線
と
な
っ
て
い
る
。

▲

開
業
当
時
の
東
城
駅

新
見
・
三
次
間
の
鉄
道
は
、
広
島
・
岡
山
両
県
側

か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
、
東
城
町
の
場
合
、
一

九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
に
、
ま
ず
、
新
見
と
の

間
が
鉄
道
で
結
ば
れ
た
。
全
線
開
通
は
、
一
九

三
六
年
（
昭
和
一
一
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

長
船
友
則
氏
蔵

▲

新
見
・
三
次
間
の
鉄
道
敷
設
確
定
顛
末

一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
九
月
　
東
城
町
蔵

▲鞆鉄道営業廃止に関する文書
バス輸送の開始による旅客の減
少が理由とされている。
1954年（昭和29）国立公文書館蔵
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山
口
県

島
根
県

岡
山
県

1922年
頃
の
広
島
県
鉄
道
網

江
津

浜
田

佐
伯
郡

安
佐
郡

山
県
郡

高
田
郡

双
三
郡

比
婆
郡

安
芸
郡

賀
茂
郡

豊
田
郡

世
羅
郡御
調
郡

芦
品
郡

神
石
郡

深
安
郡

沼
隈
郡

甲
奴
郡

加
計

横
川広
島宇
品

海田市

呉

竹
原

可
部

大
朝

吉
田
口

三
次

庄
原

落合

上
下

市

三
原

尾
道

鞆 福
山

府
中 東
城

新
見

木
次

国
鉄
既
成
線

国
鉄
予
定
線

民
営
鉄
道
既
成
線

民
営
鉄
道
未
成
線
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広 島 県 鉄 道 史 関 係 年 表

年 月日 事 項

1886（明治16） 12．27 兵庫県人石田貫之助ら16名が山陽鉄道会社を創立し，神戸・姫路間の鉄道建設を
出願。

1888（明治21） 1．4 政府は山陽鉄道会社に免許を交付し，神戸から山口県赤間関（下関）までの建設
を命じる。同年，神戸から建設に着手。

1891（明治24） 9．11 山陽鉄道が福山まで開通。
11．3 山陽鉄道が尾道まで開通。

1892（明治25） 7．20 山陽鉄道が三原（現・糸崎）まで開通。資金不足のため，以西の工事をいったん
中止する。

1894（明治27） 6．10 山陽鉄道が広島まで開通。8．1日清戦争の宣戦布告される。
8．4 広島・宇品間の軍用線の建設に着手。8．20竣工
12．19 両山鉄道株式会社が，広島・松江間の建設を出願。 1896．6に大社鉄道と合併し

大社両山鉄道株式会社となる。1898．12解散。
1895（明治28） 12．1 備後鉄道株式会社が，福山・府中間の建設を出願。
1896（明治29） この年，鞆鉄道（鞆・福山間），芸石鉄道（広島・浜田間），尾三鉄道（尾道・三次

間）などがあいついで出願される。
1897（明治30） 9．25 山陽鉄道広島・徳山間が開通。
1901（明治34） 5．27 山陽鉄道が下関まで全通。
1903（明治36） 12．27 海田市・呉間の呉線が開通。
1906（明治39） 10．1 広島軌道株式会社（のち大日本軌道株式会社広島支社）設立。11．10横川・可部

間の鉄道敷設免許を受ける。
12．1 山陽鉄道株式会社が政府に買収され，国鉄山陽線となる。

1910（明治43） 6．18 広島市内電車の建設を目的として広島電気軌道株式会社設立。
この年，鞆軽便鉄道（鞆・福山），芸備軽便鉄道（広島・三次），両備軽便鉄道（福
山・府中，神辺・高屋）などが出願される。

1911（明治44） 6．14 大日本軌道，横川・可部間開通。
1912（明治45） 5．13 尾道軽便鉄道，御調郡栗原村・甲奴郡上下町間の建設を出願。
1914（大正 3） 4．12 鞆軽便鉄道，鞆・福山間開通。

7．21 両備軽便鉄道，福山・府中間開通。
1915（大正 4） 6．1 芸備鉄道，広島・三次間開通。
1922（大正11） 4．11 鉄道敷設法改正され，呉・三原間，広島・浜田間，福山・三次間，吉田口・大朝

間などが国鉄予定線とされる。
1923（大正12） 12．8 芸備鉄道が庄原まで開通。
1926（大正15） 5．1 尾道鉄道，西尾道・御調郡市村間開通。

7．15 広島瓦斯電軌，己斐・新宮島間開通。
1935（昭和10） 11．24 三原・呉間が全通し，現在の呉線が完成。
1936（昭和11） 10．13 可部線可部・安芸飯室間が開通。
1938（昭和13） 7．28 府中・塩町間が全通し，現在の福塩線が完成。
1954（昭和29） 2．28 鞆鉄道，鞆・福山間の鉄道部門を廃止する。

3．30 可部線が加計まで開通。
1955（昭和30） 3．31 三江南線の三次・式敷間開通。
1966（昭和41） 12．19 国鉄宇品線の上大河・宇品間の旅客営業廃止。
1967（昭和42） 12．17 呉市営電車が廃止される。
1969（昭和44） 7．27 可部線が三段峡まで開通。
1972（昭和47） 3．31 国鉄宇品線の広島・上大河間の旅客営業廃止。
1975（昭和50） 3．10 山陽新幹線岡山・博多間開業。

8．31 三江線の三次・江津間が全通。
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展 示 資 料 一 覧

1 山陽鉄道の開通

民有鉄道を国有鉄道とするよう
求めた請願 交通博物館蔵

山陽鉄道岡山・広島間工事延期
申請関係文書 交通博物館蔵

山陽鉄道用地買収関係書類 杉井家文書

山陽鉄道神戸・広島間時刻表 長船友則氏蔵

宇品線改築経費支出に関する文書 国立公文書館蔵

八本松駅設置請願書 財満家文書

鉄道線路賃銭及里程表 八田家文書

広島・徳山間開業案内 八田家文書

山陽鉄道神戸・三田尻間の時刻
表・運賃表 八田家文書

山陽鉄道主要駅間運賃表 佐々木家文書

日露戦時下の山陽鉄道路線案内 長船友則氏蔵

山陽鉄道株主名簿 延藤家文書

☆明治時代の広島駅 長船友則氏蔵

☆山陽鉄道の太田川架橋工事 伴資信氏蔵

☆明治末年ころの西条駅 飯田米秋氏提供

☆明治末年ころの山陽本線汽車 飯田米秋氏提供

☆開業当時の呉駅 八田家文書

☆呉線二河橋上の汽車 入船山記念館蔵

☆1935年ころの広島駅 八田家文書

2 「幻の鉄道」――日清戦後の民営鉄道熱

大社両山鉄道株式会社仮定款 佐々木家文書

鞆鉄道株式会社設立認可申請書 国立公文書館蔵

芸石鉄道株式会社創立願 国立公文書館蔵

広浜鉄道株式会社創立願他 延藤家文書

尾三鉄道株式会社創立願 国立公文書館蔵

備後鉄道株式会社創業総会決議録 延藤家文書

3 軽便鉄道の成立

鞆軽便鉄道免許願 国立公文書館蔵

両備軽便鉄道定款 延藤家文書

芸備軽便鉄道敷設願 交通博物館蔵

尾道軽便鉄道敷設免許申請書 国立公文書館蔵

大日本軌道株式会社の工事施行
認可申請猶予願 交通博物館蔵

鞆鉄道沿線案内 長船友則氏蔵

芸備鉄道沿線案内鳥瞰図 長船友則氏蔵

尾道鉄道沿線案内 長船友則氏蔵

両備鉄道沿線案内図絵 長船友則氏蔵

広島宮島名所交通図絵 八田家文書

広島電気沿線案内 長船友則氏蔵

☆鞆軽便鉄道開通式 福山城博物館蔵

☆開業当時の鞆駅 延藤家文書

☆両備軽便鉄道奈良津トンネル
の機関車試運転 長船友則氏蔵

☆開業当時の府中駅 延藤家文書

☆中島付近を走る可部軌道の汽車 武田勇氏蔵

☆芸備鉄道沿線図と和田社長・
高束専務 日野家文書

☆広島電気軌道鷹の橋付近 日野家文書

4 国鉄線の延伸

新見・三次間の鉄道敷設確定顛末 東城町蔵

全国鉄道速成同盟会創立大会概要
芸北町役場文書

広浜鉄道速成に関する線路図 芸北町役場文書

1925年の全国鉄道地図 横路家文書

福塩線建設要覧 延藤家文書

広島・浜田間速成の請願書 加計町蔵

鞆鉄道営業廃止許可申請に関す
る文書 国立公文書館蔵

☆開業当時の東城駅 長船友則氏蔵

☆宇品線最終列車出発式 長船友則氏蔵

☆印は写真パネルによる展示
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沿
線
案
内
図

一
九
一
〇
年
代
以
降
、
県
内
で
は
多
く
の
民
営
鉄
道
が
誕
生
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
会
社
で
は
、
沿
線
の
名
所
や
観
光
地
を
紹
介
し
た
案
内
図
を
競

う
よ
う
に
作
成
し
、
乗
客
の
増
加
を
図
っ
て
い
た
。
こ
の
ペ
ー
ジ
と
次
の

ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
う
し
た
沿
線
案
内
図
の
い
つ
く
か
を
紹
介
す
る
。
各
社

の
創
意
工
夫
を
比
較
し
て
み
る
と
興
味
深
い
。

▲広島電気沿線案内図
1911年 7月に横川・可部間を開通させた大日本軌道株式会社は，その
後，経営主体が，可部軌道，広島電気，広浜鉄道とかわっていた。これは，
広島電気株式会社時代のもので，沿線の商店や会社の宣伝を目的とした
もの。 長船友則氏蔵（以下，このページのものは同様）

▲芸備鉄道沿線案内鳥瞰図

▲尾道鉄道沿線案内

▲両備鉄道沿線案内図絵
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▲広島宮島名所交通図絵
広島市内電車の敷設を目的に，1910年に設立された広島電気軌道株式会社は，その後，広島瓦斯と合

併し，1917年には広島瓦斯電気株式会社となった。1919年には草津・宮島間の敷設免許を受け，1926年
には新宮島まで，1931年には宮島口までを開通させ，現在の広電宮島線が全通した。　八田家文書

▲鞆鉄道沿線案内 長船友則氏蔵

《御案内図》

←至己斐

↑

至紙屋町
県庁

１００ｍ道路

N

↑

至広島駅

広島市役所
国道２号線 →← 新明治橋

至西広島 至比治山
産業会館

鷹の橋たかの橋商店街

消防署 日赤
広島
GS

元
安
川

広島大学

広大前

広電本社前

御幸橋広島県
情報プラザ

至宇品
↓至吉島

南
大
橋

交通：ＪＲ広島駅よりバス（広島港行き）
又は路面電車（紙屋町経由宇品行き）
いずれも，広電本社前下車徒歩 7分
広島県情報プラザ2F

広
島
県
立
文
書
も
ん
じ
ょ

館
の
御
案
内

県
立
文
書
館
は
、
行
政
文
書
や
古
文
書
そ
の
他
の
記

録
な
ど
、
郷
土
広
島
に
関
す
る
貴
重
な
歴
史
資
料
を
収

集
、
保
存
し
、
そ
の
調
査
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
そ

れ
ら
の
歴
史
資
料
を
県
民
の
皆
さ
ん
の
研
究
・
学
習
等

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
施
設
で
す
。

開
館
時
間
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◎
開
館
時
間

・
月
〜
金
曜
日
　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

・
土
曜
日
　
　
　
午
前
九
時
〜
正
午

◎
休
館
日

・
日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
及
び
振
替
休
日

・
年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜
1
月
4
日
）

〒730

広
島
市
中
区
千
田
町
三
丁
目
7

47

%
（
０
８
２
）
２
４
５

８
４
４
４

企画展図録　資料で見る広島県の鉄道のあゆみ
発行　 1992年 5月 編集・発行　広島県立文書館
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